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＜審議の経緯＞   

2007年 7月  23日農林水産省より厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び  

基準設定依頼（新規：大豆、ばれいしょ、ぶどう等）  

6日厚生労働大臣より残留基準設定に係る食品健康影響評価に  

ついて要請（厚生労働省発食安第0806012号）、関係書類  

の接受（参照1～46）  

9日 第202回食品安全委員会（要請事項説明）（参照47）  

15日 第19回農薬専門調査会総合評価第二部会（参照48）  
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12日 より7月11日 国民からの御意見・情報の募集  
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要 約   

マンデリック酸アミド系殺菌剤である「マンジプロパミド」（CASNo．374726・62－2）  

について、 各種試験成績等を用いて食品健康影響評価を実施した。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット）、植物体内運命（ぶどう、ト  

マト、 レタス及びばれいしょ）、土壌中運命、水中運命、土壌残留、作物残留、後  

作物残留、急性毒性（ラット）、亜急性毒性（ラット、マウス及びイヌ）、慢性毒  

性（イヌ）．、慢性毒性／発がん性併合（ラット）、発がん性（マウス）、2世代繁  

殖（ラット：l、発生毒性（ラット及びウサギ）、遺伝毒性試験等である。   

試験結果から、マンジプロパミド投与による影響は、主に肝臓に認められた。神  

経毒性、発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性は認められなかっ  

た。   

各試験で得られた無毒性量の最小値は、イヌを用いた1年間慢性毒性試験の5  

mg／kg体重ノ′日であったので、これを根拠として、安全係数100で除した0・05mg／kg  

体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  
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E．評価対象農薬の概要  

1．用途  

殺菌剤  

2，有効成分の一般名  

和名：マンジプロパミ ド  

英名：mandipropamid（ISO名）  

3。化学名  

mC  

和名：2－（4－クロロフェニノり一Ⅳ［3・メトキシ4・（プロパー2イニルオキシ）  

フェネチノ叶2－（プロパサイニルオキシ）アセトアミド  

英名：2・（4・Chlorophenyl）・N［3・meth0Ⅹy・4・brop・2－ynyloxy）  

phenethyl】－2・bropr2－ynyloxy）acetamide   

CAS（No．374726－62－2）  

和名：4－クロロ・Ⅳ【2－［3・メトキシせ（2－プロビニルオキシうフェニノりェチノり  

て㌃（2・プロビニルオキシ）ベンゼンアセトアミド  

英名：4－Chloro－N［2・［3rmethoxy－4－（2－prOPynyloxy）phenyl］ethyl］  

－a－（2・PrOPynyloxy）benzeneacetamide  

5．分子量  

411．88  

4．分子式  

C23H22CINO4  

：‾‾二二…二≒二三 
二。二＿  

7．開発の経緯   

マンジプロバミドは、ノバルティス社（現シンジェンタ社）により開発されたマン   

デリック酸アミド系殺菌剤である。本剤は、卵菌類に対する高い活性を有し、被嚢胞   

子または胞子嚢からの発芽管伸長を阻害し、病原菌の菌糸伸長及び胞子形成の抑制に   

より、各種作物の疫病、べと病、褐色腐敗病等に対して高い防除効果を示すことが確   

認されている。 海外では、オーストリア等で農薬登録されている。   

今回、農薬取締法に基づく農薬登録申請（新規：大豆、ばれいしょ、ぶどう等）が   

なされている。   



Ⅱ．安全性に係る試験の概要   

各種運命試験（Ⅱ．1～4）は、マンジプロバミドのメトキシフェニル基のフェニ  

ル環炭素を14Cで均一に標識したもの（lmet・14C］マンジプロバミド）、クロロフェ   

ニル基のフェニル環炭素を14Cで均一に標識したもの（［chト14C】マンジプロバミド）   

及びエチレン基の1位炭素を14Cで標識したもの（【eth－14C］マンジプロバミド）を   

用いて実施された。放射能濃度及び代謝物濃度は特に断りがない場合はマンジプロ   

バミドに換算した。代謝物／分解物略称及び検査値等略称は別紙1及び2に示され   

ている。  

1．動物体内運命試験  

（1）血中濃度推移  

Wistarラット（一群雌雄各9匹）にlmet・14C］マンジプロバミドを低用量（3   
mg／kg体重）または高用量（300mg／kg体重）で単回経口投与し、血中濃度推移  

について検討された。  

血中放射能濃度推移は表1に示されている。血中最高濃度到達時間（Tmax）は、   

低用量投与群の雄で8．5時間、雌で4．5時間、高用量投与群の雄で24時間、雌   

で10時間であり、雌より雄のほうが長い傾向がみられた。（参照2）  

表1 血中放射能濃度推移  

低用量  高用量  

雄   雌   雄   雌   

Tnax（時間）   8．5   4．5   24   10   

Cmax（トg／g）   0．055史   0．064   2．16   1．81   

Tl′2（時間）   18．4   20．2   32．7   24．8   

☆は2動物の平均値、その他は3動物の平均値。  

（2）排泄  

Wistarラットに標識化合物を投与し、マンジプロバミドの排泄試験が実施さ   
れた。  

試験設計概要及び各試験群における試料中排泄率は表2及び3に示されている。  

主要排泄経路は糞中（試験群①及び③の雌を除く）であり、投与後168時間で   

は糞尿中に総投与放射能（mR）の88．1％以上が排泄された。投与後48時間に   

呼気中に14CO2が0．2％TAR以下排壮された。  

胆汁中排泄試験では、投与後48時間の胆汁中に低用量投与群（試験群⑤）で   

55．0～72．8％TAR、高用量投与群（試験群⑥）で22．0～28．1％TARが排泄された。   

（参照3、4）  
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表2 試験設計概要  

試験群  標識化合物   投与方法。投与量   動物数   採取試料   

（D   ［met・14C】   単回。低用量   雌雄各1匹  尿、糞、呼気   

②   ［met・14C］   単回。高用量   雌雄各1匹  尿、菟、呼気   

③   lmet・14C］   単回・低用量   雌雄各4匹   尿、糞   

④   lmetT14C］   単向。高用量   雌雄各4匹   尿、糞   

⑤   lmet－14C］   単回・低用盈   雌雄各4匹  尿、糞、月旦汁   

⑥   lmet－14C］   単回・高用盈   雌雄各4匹  尿、糞、胆汁   

⑦   【met－14C】  14日間反復・低用堂   雄30匹   尿、糞   

⑧   【chl・14C】   単回・低用出   雌雄各1匹  尿、菜、呼気   

⑨   ［chl－14C］   単回・低用丑   雌雄各4匹   尿、糞   

⑲   ［chl・14C】   単回。高用址   雌雄各4匹   尿、糞   

表3 試料中排泄率（％TAR）  

排泄率（％TAR）  

試験群  性別  投与後168時間央  

尿   糞   その他   
計   

18．6   42．7   呼気0．16   61．4  

①  雄           雌   66．6   34．0   呼気0．15   101   

雄   2．5   101   呼気0．11   104  

②             雌   4．6   93．6   呼気0．11   98．3   

雄   16．8   76．5  93．3  

雌   55．2   42．9  98．1   

雄   3．3   91．0  94．4  

④             雌   11．9   83．5  95．4   

1．5   14．5   月旦汁72．8   88．8  

⑤  雄           雌   9．6   21．9   月旦汁55．0   86．5   

雄   0．91   38．6   月旦汁28．1   67．6  

⑥             雌   22．2   ■■ 25．7   月旦汁22．0   69．8   

⑦   雄   7．2   66．4  73．6   

雄   20．0   57，2   呼気n．d．   78．2  

⑧             雌   28．7   65．5   呼気n．d．   

雄   17．8   80．5  98．3  

⑨             雌   41．3   54．8  96．1   

雄   2．3   87．0  89．4  
⑬             雌   

6．5   81．6  88．1   

☆試験群①、②、⑤、⑥及び（診では投与後48時間、⑦では投与後15日間。  

注：尿中はケージ洗浄液を含む。－：データなし、n．d∴検出せず   



（3）体内分布   

1．（1）■のラット及び1．（2）のラット（試験群③、④、⑦、⑨及び⑲）を用いて、   
体内分布試験が実施された。  

主要組織中の残留放射能は表4に示されている。  

残留放射能は、肝臓及び腎臓で比較的高濃度で認められ、1．（1）低用量投与群   
では肝臓で0．056～0．094膵／g、腎臓で0．017～0．024膵／g、1・（2）高用量投与群   
では肝臓で1．00～2．95膵／g、腎臓で0．189～0．640膵／gであった。反復投与群（試   
験群⑦：Iでは、投与終了直後から放射能濃度は急速に減少し、試験終了時には検   
出限界以下または検出限界近くまで減少した。（参照2～4）  

表4 主要組織中の残留放射能  

性  

験群   別   
投与168時間後☆   

肝臓（0，094）、腎臓（0．024）、膵臓（0．011）、脂肪（0．007）、血梁（0．007）、  

．（1）  雄      全血（0．006）  
用量  肝臓（0．056）、腎臓（0．017）、膵臓（0．005）、全血（0．005）、牌臓（0．004）、  

雌      血簗（0．003）   
肝臓（2．95）、腎臓（0．640）、脂肪（0．287）、全血（0．257）、膵臓（0．226）、  

．（1）  

用量   
雄      血梁（0．169）  
雌  肝臓（1．00）、腎臓（0．189）、牌臓（0．052）、子宮（0．035）   

雄  肝臓（0．16）、カーカス（0．10）  
③  

雌  肝臓（0．15）、カーカス（0．08）   

雄  肝臓（0．03）、カーカス（0．01）  
④  

雌  カーカス（0．11）、肝臓（0．02）   

雄  肝臓（0．727）、腎臓（0．234）、血渠（0．104）、甲状腺（0．089）、全血（0．075）   

雄  肝臓（0．11）、カーカス（0．08）  

l唯  カーカス（0．19）、肝臓（0．06）   

雄  肝臓（0．02）、カーカス（0．02）  
⑩  

雌  カーカス（0．02）、肝臓（0，01）   

☆試験群1．（1）では投与96時間後、⑦では投与15日後で、単位は放射能濃度（膵／g）  

その他の試験群では、投与168時間後で、単位は放射能量（％TAR）。  

（4）代謝物同定・定量   

1．（2）のラット（試験群③、④、⑤、⑥及び⑩）を用いて、 尿、糞及び胆汁中   

における代謝物同定・定量試験が実施された。  

尿、糞及び胆汁中における代謝物は表5に示されている。  

尿中における主要代謝物はCのグルクロン酸抱合体（最大40．1％mR）及び   

遊離体（最大4．8％TAR）であり、親化合物は検出されなかった。  
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糞中における主要成分は親化合物（最大79．0％TAR）であり、その他、代謝物  

としてB、C（抱合体含む）が検出された。   

胆汁中における主要代謝物はCの抱合体（最大41．3％TAR）及び遊離体（最  

大62．2％TAR）であり、親化合物は検出されなかった。   

ラットにおけるマンジプロパミドの主要代謝経路は、1つまたは2つの脱プロ  

パギル化によりB、Cを生成し、最終的にグルクロン酸抱合体を生成する経路と  

考えられた。（参照5）  

表5 尿、糞及び胆汁中における代謝物（％TAR）  

試験群  性別  試料  親化合物   代謝物   

n．d．   G（2．2）、F抱合体（0．4）、C抱合体（0．3）  
雄  尿        糞   

73．4   C（9．3）、B（7．0）  

③  C抱合体（7．3）、C（1．5）、E抱合体（0．9）、G（0．8）、  

雌   
尿  n．d．  

B（0．3）、F抱合体（0．2）  

糞  70．9   B（6．7）、C（4．9）   

尿   n．d．   G（10．0）、C抱合体（3．8）  
雄  

糞   21．3   C（29．2）、C抱合体（12．9）  
④  

尿  n．d．   C抱合体（40．1）、G（5．9）  
雌  

糞  11．7   C（19．0）、C抱合体（6．0）   

尿  n．d．   C抱合体（0．7）、C（0．6）、G（0．1）  

雄  
－・▲ノー  

プ時  13．0   C抱合体（1．4）  

胆汁   n．d．   C（62．2）、G（4．6）、C抱合体（2．5）  
⑤  

尿   n．d．   C抱合体（9．6）、C（4．8）、G（0．1）  

雌  其   22．3   C（0．1）  

胆汁   n．d．   C抱合体（41．3）、C（4．4）   

尿   n．d．   C抱合体（0．5）、C（0．3）  

雄  糞   38．6   n．d．  

⑥  
胆汁   n．d．   C抱合体（22．5）、C（2．0）、G（1．8）  

尿   n．d．   C抱合体（24．8）、C（2．4）、G（0．9）  

雌  糞   37．2   n．d．  

胆汁   n．d．   C抱合体（10．4）、C（1．0）   

尿   
C抱合体（3．7）、C（1．2）、G（0．5）、E抱合体（0．2）、  

n．d．  
雄  B（0．2）  

⑬  糞   75．1   B（4．5）、C（1．4）  

n．d．   G（1．0）、F抱合体（0．4）、C抱合体（0．2）  

雌  尿        糞   79．0   B（4．7）、C（2．3）   

n，d∴検出せず、抱合体はグルクロン酸抱合体を指す  
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2。埴物体内運命試験  
（1）ぶどう  

lmet・14C］マンジプロバミドまたは［chl・14C］マンジプロパミドのフロアブル剤  
を水で希釈し、ぶどう（品種名：Blauburgubder）に1回当たり146～151gai／ha（高  

用量散布区では41ト464ga〟ha）を10′ん12日の間隔で6回散布（総散布量876   

～894gaiノhaまたは2，560～2，650gai几a）し、最終散布直後、14月後及び28日  

後に果実及び葉部を採取し、植物体内運命試験が実施された。  

各採取時期における残留放射能の分布は表6に示されている。  

果実では、いずれの採取時期においても総残留放射能（TRR）の79～89％が表面  

上に分布していた。  

各採取時期の放射性残留物の主要成分は親化合物であり、果実では散布直後の   

約80％TRR及び散布28日後の56％TRRを占めた。菓部では親化合物は散布直後   

73％TRR及び28日後の58％TRRを占めた。散布28日後の果実中から多数の代   

謝物が検出されたが、同定された代謝物はlmet－14C］マンジプロパミドまたは   

［chl・14C］マンジプロバミドに共通の代謝物としてB、C、D、Q、Ⅰ及びRが4％TRR   

未満であるが検出された。また、【chl・14C】マンジプロパミド散布区からはクロロ   

フェニル環のみを有する代謝物M及びTが検出された。葉部でも同様の代謝物が  

検出された。  

ぶどうにおけるマンジプロバミドの主要代謝経路として、2つのプロパギル基   

の一方あるいは両方が脱離した後の水酸基が糖と抱合体を形成する経路、副経路  

として、、メトキシフェニル環のメチル基が脱離する経路、アミド結合が加水分解  

されてメトキシフェニル環側とクロロフェニル環側に開裂してクロロフェニル   

環側のプロパギル基が脱離した後の水酸基が糖との抱合体を形成する経路など   

が考えられた。（参照6）  

表6 果実及び葉部における残留放射能濃度（標準散布区）  

lmet－14C］  ［cbl・14C】  

標識体  
残留放射能濃度（mg此g）   

分析部位   果実   葉部   果実   菓部   

散布直後   2．12   67．0   1．32   59．3   

14日後   1．03   59．0   1．33   48．6   

28日後   1．08   35．6   0．91   29．5   

（2）トマト   

【eth・・14C】マンジプロバミドのフロアブル剤を水で希釈し、移植したトマト（品   

種名：CristalFl）に移植37日後から1～2週間間隔で4回散布（総散布量867g   

a地a）し、最終散布直後、3、7、14日及び28日後に果実及び葉部を採取し、植物   

体内運命試験が実施された。  
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成熟果実及び菓部における残留放射能濃度は表7に示されている。   

成熟果実では、69．0～87．0％TRRが表面に残留し、果実中に浸透移行した放射  

能は抽出性放射能で最大25．5％TRR、非抽出性放射能で最大5．6％TRRであった。   

葉1枚当たりに7．5トLgai散布し、散布直後、3、7、14及び28日後に採取した葉  

では、60．7～98．9％TRRが表面に残留し、葉中に浸透移行した放射能は最大  

17．0％TRRであった。   

果実及び菓部における主要成分として、親化合物がいずれの採取時期において  

も53．0％TRR以上検出された。代謝物として、B、C、D、K及びLが同定されたが、  

いずれも4％TRR未満であった。   

トマトにおける主要代謝経路は、1つまたは2つの脱プロパギル化によるB、C、  

Dの生成、さらにCの糖抱合等によるK、Lの生成と考えられた。（参照7）  

表7 果実及び菓部における残留放射能濃度  

残留放射能濃度（mg／kg）  

採取時期  
果実   葉部   

散布直後   0．945（0．760）   18．2（13．9）   

3日後   0．813（0．637）   18．7（13．9）   

7日後   0．608（0，455）   23．0（17．4）   

14日後   0．465（0．由6）   22．2（17．4）   

0．328（0．200）  

28日後    （未成熟：0．034（0．018））   9．29（6．1）   

（）内は親化合物の濃度  

（3）レタス  

lmet・14C］マンジプロバミドまたは【chl・14C］マンジプロパミドのフロアブル剤   

を水で希釈し、レタス（品種名：Little Gem）に発芽44日後及び51日後の2回散   

布（総散布量274～315gai／ba）し、最終散布3及び14日後に試料を採取し、植   

物体内運命試験が実施された。  

レタス試料中における残留放射能淡度は表8に示されている。  

散布3日後及び14日後の試料中の親化合物はそれぞれ93％TRR及び86％TRR   

を占めた。代謝物として、B（0．3～1．1％TRR）及びC（0．3～1．0％TRR）が同定された。   

未同定画分を酵素（ドリセラーゼ）処理したところ、B、C、D及びHがそれぞれ   

0．4％TRR以下検出された。  

レタスにおける主要代謝経路は、1つまたは2つの脱プロパギル化によるB、C、   

Dの生成、メトキシ基の開裂によるHの生成、さらに糖抱合による抱合体の生成   

と考えられた。（参照8）  
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表8 レタス試料中における残留放射能濃度  

散布量  残留放射能濃度（mg／kg）  
標識体  

（gai仇a）  3日後   14日後   

【met・14C】   315   4．44   2．70   

【chl・14C】   274   3．09   1．39   

（4）ばれいしょ  

lmet・14C］マンジプロバミドまたは［chl・14C］マンジプロバミドのフロアブル剤   
を水で希釈し、移植したばれいしょ（品種名：Appell）に10～12日間隔で6回散   

布（標準散布区：総散布量891～912gaiノha）した後、最終散布7及び21日後に   

塊茎、葉部及び土壌を採取し、植物体内運命試験が実施された。このほか、代謝物   

の同定のために高用量散布区（総散布量2，630～2，640gai／ha）を設けた。  

最終散布21日後の塊茎及び葉における残留放射能濃度は表9に示されている。  

標準散布区の塊茎部からは代謝物B及びCが検出されたが、0．010mg此g以上   

の代謝物は検出されず、親化合物が0．002～0．008mg此g検出された。  

葉部では、主要残留成分として親化合物が40％TRR以上検出された。その他の   

画分はいずれも2％TRR以下であった。各収穫期における土壌表層10cmまでの   

残留放射能は7日後0．5～0．8mg／kgであった。  

高用量散布区の試料を用いて、代謝物同定及び代謝経路の詳細な検討が実施さ   

れた。   

［chl－14C】マンジプロバミド処理では、塊茎において、Q、S、Tが同定され、これら   

は葉部で生成した微量代謝物が塊茎に移行・分布したものと考えられた。また、未   

抽出残漆を過酷抽出した結果、放射能の大部分が遊離し、抽出液中の主要成分と   

してグルコースが同定された。  

以上の結果から、マンジプロバミドは、ばれいしょにおいて広範に代謝され、放   

射能の多くが植物中天然成分に結合することが示唆された。（参照9、10）  

表9 塊茎及び菓部における残留放射能濃度（mg／kg）  

植物部位   ［met・14C】マンジプロバミド  ［chl－14C】マンジプロバミド  

塊茎（除外皮）   0．055   0．042  

塊茎外皮   0．048   0．044  

葉部   4．8   6．2  

塊茎（除外皮）   0．043   0．049  

塊茎外皮   0．040   0，059  

葉部   2．7   4．2   

3．土壌中運命試験  

（1）好気的、好気的／嫌気的及び好気的滅菌土壌中運命試験   
【met・14C】マンジプロバミドのアセトニトリル溶液を最大容水量の40％に調整  
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したシルト質壌土（スイス）に0，4mg ai丑g（乾土）の処理量で添加し、20．30Cの暗  

条件下でインキエペー卜し、好気的、好気的／嫌気的及び好気的滅菌条件での土壌  

中運命試験が実施された。好気的／嫌気的条件では、添加処理後30日間、好気的条  

件でインキュべ－ト後、湛水条件とし、窒素ガスで換気した。   

分解物等の残留放射能の分布は表10に示されている。   

好気的条件では、マンジプロパミドは急速に分解し、推定半減期は19．2日であ  

った。主要分解物は14CO2で、120日間の累積発生率は37．1％TARに達した。そ  

の他分解物としてBが検出され、試験開始14日後に2．9％TARに達した後、120  

日後に0．7％TARに減衰した。未同定画分には13種類の微量分解物（合計で最大  

2．4％TAR）が検出された。120 日後の非抽出放射能は45．4％TARに達し、フルボ  

酸、フミン酸及びフミンにそれぞれ10．3％TAR、12．7％TAR及び20．6％TARが分  

布していた。   

好気的／嫌気的条件では、試験開始から 30 日間の好気的条件下で親化合物は  

42．4％TARまで減少し、嫌気的湛水条件下で120日後に21．5％TARまで減衰し  

た。嫌気的条件下でのマンジプロバミドは緩慢に分解し、推定半減期は158 日で  

あった。主要分解物は14CO2（累積16．5％TAR）で、その他分解物としてBのみが同  

定され、試験収量時点で4．6％TARが検出された。未同定画分には15種類の微量  

分解物（合計で最大9．8％TAR）が検出された。試験終了時点での非抽出放射能は  

37．1％TAR に達し、フルボ酸、フミン酸及びフミンにそれぞれ 8．5％TAR、  
10．8％TAR及び16．7％TAR分布していた。   

好気的滅菌条件では、マンジプロバミドの分解はほとんど認められなかった。  

（参照11）  

表10 残留放射能の分布（％TAR）  

条 件   マンゾプロハ○ミド   14CO2   分解物B   未同定画分☆   土壌残漆   

4．1   最大37．1   最大2．9   最大2．4   45．4  
好気的  

（120日後）   （120日後）   （14日後）   （30日後）   （120日後）   

21．5   最大16．5   最大4．6   最大9．8   37．1  
好気的周仁気的  

（120日後）   （62日後）   （120日後）   （120日後）   （120日後）   

最大0．03  最大0．7   2．57  
好気的滅菌   92．7           （120日後）   （30日後）  （7、120日後）  （120日後）   

☆：未同定画分は、未同定分解物の合計。  

（2）好気的及び好気的／嫌気的土壌中運命試験   

［cbl・14C］マンジプロバミドのアセトニトリル溶液をシルト質壌土（スイス）に   

0．4mga地g（乾土）の処理量で添加し、20．30Cの暗条件下でインキュベー卜し、好   

気的及び好気的／嫌気的条件での土壌中運命試験が実施された。好気的／嫌気的条   

件では、添加処理後30日間、好気的条件でインキュベート後、湛水条件とし、窒素   

ガスで換気した。  
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分解物等の残留放射能の分布は表11に示されている。   

好気的条件では、マンジプロバミドは急速に分解し、推定半減期は26．1日であ  

った。主要分解物は14CO2で、試験終了時点で35．9％TARに達し、その他の分解物  

はB、W及びⅩ（各3．2％mR以下）であった。未同定画分には7種類の微量分解物  

（各1．1％TAR以下）が検出された。120日後の非抽出放射能は40．1％TARに達し、  

うちフルボ酸、フミン酸及びフミンにそれぞれ 5A％TAR、4．6％TAR及び  

28％TARが分布していた。   

好気的／嫌気的条件では、試験開始から30 日間の好気的条件下で親化合物は  

35．9％TARまで減少し、湛水嫌気的条件下で120日後に28．4％TARまで減衰した。  

嫌気的条件下でのマンジプロバミドは緩慢に分解し、推定半減期は179日であっ  

た。主要分解物は14CO2（処理120日後17．4％TAR）で、土壌中分解物Bは嫌気的条  

件下の4日後3．8％TAR、120日後2．0％TARが検出された。Wは14日後0．3％TAR  
が検出され、120 日後に1．1％TARに達した。Ⅹは7 日後1．2％mR、120 日後  

0．8％TARが検出された。未向定画分には7種類の微量分解物（各0．9％TAR以下）  

が検出された。過酷抽出彼の土壌残漆について分画したところ、フルボ酸、フミン  

酸及びフミンにそれぞれ4．8％TAR、3．5％TAR及び21％TAR分布していた。（参  

照12）  

表11残留放射能の分布（％mR）  
マンシーアロハ‘ミド   14CO2   分解物B  未同定画分☆  土壌残姪   

7．2   35．9   最大3．2   最大3．0   40．1  
司  

（120日後）   （120日後）   （14日後）   （90日後）   （120日後）   

気的   
28．4   17．4   最大3．8   最大6．0   34．6  

（120日後）   （120日後）   （4日後）   （120日後）   （120日後）   

☆：末同定画分は、未同定分解物の合計。  

（3）好気的土壌中運命試験   

［eth一二し4C】マンジプロバミドのアセトニトリル溶液を最大容水量の40％に調整   

したシルト質壌土（スイス）及び壌質砂土（ドイツ）に0．2～1．5mga此g（乾土）の処   

理量で添加し、200Cの暗条件下でインキュべ－卜し、好気的土壌中運命試験が実   

施された。  

シルト質壌土及び壌質砂土でのマンジプロバミドの分解速度は、最低用量区   

（0．2mga汀kg処理区）で推定半減期は12．6日及び38．9日、最高用量区（1．5mg   

a此g処理区）で36．5日及び131日を示し、低用量では速やかで、高用量では緩慢   

であった。両土壌ともに、鏡像異性体の選択的な分解が認められ、虎体／g体比の   

経時変化は、最低用量区で最も著しく、最高用量区で少なかった。いずれの処理区   

も処理直後の比はほぼ1．0であったが、120日後にシルト質壌土で0．78～0．90及   

び壌質砂土で0．59～0，89を示した。  

二酸化炭素の累積発生率は低用量区ほど高く、高用量区で低くなった（シルト  
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質壌土で30．3～44．2％TAR、壌質砂土で9．0～15．5％TAR）。同様に120日後の非抽  

出放射能も低用量区で高く、高用量区で低くなった（シルト質壌土で34．3～  

43。6％TAR、壌質砂土で19A～40．6％TAR）。   

土壌抽出物中には親化合物のほかに主要な分解物は認められなかった。分解物  

B及びCのほか、いくつかの未同定分解物が生成したが、いずれもシルト質壌土  

で6％TAR未満、壌質砂土で4％TAR未満であった。（参照13）  

（4）土壌吸脱着試験  

lmet・14C］マンジプロパミドを用いて、1種類の国内土壌（火山灰。砂壌土：群   
馬）及び4種類の海外土壌（壌土：スイス、壌質砂土：ドイツ、シルト質埴壌土：   

フランス及びシルト質壌土：スイス）における土壌吸脱着試験が実施された。  

Freundlichの吸着係数Kadsは12．6～53．2、有機炭素含有率により補正した吸   

着係数Kadsocは535～1，290、脱着係数Kdesは17．0～86．8、有機炭素含有率によ   

り補正した脱着係数Kdesocは829～2，080であった。  

以上の結果から、マンジプロバミドの吸着性は中～強程度であると考えられた。   

（参照14、15）  

4．水中運命試験  

（瑠）加水分解試験  

［eth－14C］マンジプロバミドをpH5（クエン酸緩衝液）、7（リン酸緩衝液）、   

9（ホウ酸緩衝液）の各緩衝液に0．98mg／Lの濃度で添加し、25℃で32日間イ  

ンキュベー卜し、マンジプロバミドの加水分解試験が実施された。予備試験では   

pH4のクエン酸緩衝液も用い、50℃で最長5日間インキエペ－卜した。  

回収放射能は、親化合物として検出され、試験期間を通じて、10％以上の分解   

は認められなかった。マンジプロバミドは、加水分解に対して安定であると考え  

られた。（参照16）  

（2）水中光分解試験（滅菌緩衝液）  

lmet・14C］マンジプロバミドをpH7の滅菌リン酸緩衝液に1．Omg几の濃度で   

添加し、キセノンアークランプ（光強度：29．9W／m2、波長範囲：300～400nm）   

を25℃で336時間照射し、マンジプロバミドの水中光分解試験が実施された。  

照射48時間後に残存していた親化合物は36．6％TARであり、推定半減期は   

33．5時間（東京春季太陽光換算で5．4日）であった。  

光分解により、CO2が16．2％TAR（照射終了時）生成したほか、多数の未同定   

分解物が生成したが、試験期間を通じて5％TARを超える分解物は認められなか   

った。さらに少なくとも10種類の高極性分解物が生成したが、いずれも濃度が   

低く同定できなかった。（参照17）  

（3）水中光分解試験（滅菌自然水）   

［chl・14C］マンジプロバミドを滅菌自然水（池水pH7．02、英国）に1。01mg几  
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の濃度で添加し、キセノンアークランプ（光強度：47．8W／m2、波長範囲：300  

～400nm）を24．0～24．8℃で168時間照射し、マンジプロバミドの水中光分解  

試験が実施された。   

照射24時間後に残存していた親化合物は44．9％TARであり、推定半減期は  

20．4時間（東京春季太陽光換算で4．9日）であった。   

光分解により、CO2が7．8％TAR（照射終了時）生成したほか、多数の分解物  

が生成した。分解物Bは最大4．3％TAR、Cは最大4．5％TAR（いずれも照射16  
時間後：l生成したが、照射終了時には検出限界未満であった。   

水中光分解における主要分解経路は、脱プロパギル化と考えられた。（参照  

18）  

5．土壌残留試験  

火山灰・軽埴土（茨城）及び沖積・埴壌土（高知）を用いて、マンジプロバミド   

及び分解物Bを分析対象化合物とした土壌残留試験（容器内及び圃場）が実施さ   

れた。  

結果は表12に示されている。（参照19）  

表12 土壌残留試験成績（推定半減期）  

推定半減期  

濃度   土壌  マンゾアロハ○ミド  
マンシ÷プロハ8ミド  

＋分解物B   

火山灰・軽埴土   約78日   約102日  
毛験   1．Omg戊g  

沖積・埴壌土   約219日   約241日   

火山灰・軽埴土   約101日   約98日  
験   1，000gai瓜a  

沖積・埴壌土   約27日   約27日   

※圃場試験ではフロアブル剤（23、3％（w／w））1，000倍希釈液を使用。  

6．作物残留試験   
大豆、ばれいしょ、ぶどう等を用いて、マンジプロパミドを分析対象化合物とし   

た作物残留試験が実施された。ばれいしょについては、代謝物Sも分析対象化合物   

とした。   

結果は別紙3に示されている。マンジプロバミドの最高値は最終散布14日後に収  

穫したぶどうの0．921mg戊gであった。代謝物Sは定量限界未満（＜0．005mg此g）   

であった。（参照20）   

別紙3の作物残留試験の分析値を用いて、マンジプロバミドを暴露評価対象化合   

物とした際に食品中から摂取される推定摂取量が表13に示されている（別紙4参   

照）。   

なお、本推定摂取量の算定は、申請された使用方法からマンジプロパミドが最大   

の残留を示す使用条件で、今回新規申請された全ての適用作物（大豆、小豆、ばれ  
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いしょ、はくさい、トマト及びぶどう）に使用され、加工。調理による残留農薬の  

増減が全くないとの仮定のもとに行った。  

表13 食品中から摂取されるマンジプロバミドの推定摂取量  

国民平均   小児（1～6歳）   妊婦   高齢者（65歳以上）  

（体重：53．3kg）   （体重：15．8kg）   （体重：55．6kg）   （体重：54．2kg）   

摂取量  
30．0   16．3   

（巨g／人／日）  

23．0   27．3   

7．後作物残留試験   

かぶ及びほうれんそう（前作物：トマト）を用いて、マンジプロバミド及び代謝   

物Bを分析対象化合物とした後作物残留試験が実施された。   

マンジプロパミド及び代謝物 B の残留値は、いずれも定量限界未満  

（＜0．01mg／kg）であった。（参照21）   

8．一般薬理試験   

ラット及びイヌを用いた一般薬理試験が実施された。結果は表14に示されてい   

る。（参照22）  

表14 一般薬理試験概要  

試験の種類  無作用昂：  作用情  
概要   

動物種  動物数 匹／群  投与址 bl錐g体重） （投与方軸   bl∈距g体重   h錐g休載  

中   
0、2∝）、600、  2，000  

枢   
投与による影響なし  

神  
ラット   

雄5  2，000  

経  体温  
（経口）  

2，000  投引こよる影彿なし   
系   

呼   
Wistar  

0、200、600、  

吸   雄6  2，000  2，000  
ラット  

投引こよる影彿なし   
器  
系   

（経口）  

循  
血圧・  

ピークンレ  
0、200、600、  

環   雄4  2，000  2，000  
犬  

投引こよる影響なし   
器  

心電図  
系  

（経口）  

腎   0、200、600、  

雄6  2，000  2，000  投与による影響なし   
機 能   

カリウム   （経口）  

★検体を0．5％MC水溶液に懸濁した。  

9．急性毒性試験  

（1）急性毒性試験  
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